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	日程
	時　　間
	テ ー マ
	講師（敬称略）

	
	7月

16日

（土）
	13:30～13:35
	事務局事務連絡
	

	
	
	13:35～15:05
	「児童思春期のメンタルヘルスとトラウマ

～オリエンテーションと総論」
	本間　博彰

	
	
	15:20～16:50
	「発達障害とメンタルヘルス」
	増子　博文

	
	7月

17日

（日）
	 ９:30～11:00
	「反社会的問題行動とメンタルヘルス」
	八木　淳子

	
	
	11:15～12:45
	「児童思春期問題と脆弱性」
	浅田　　護

	
	
	12:45～13:40
	昼食休憩　（各自でお取りください）

	
	
	13:40～15:10
	「子どもの自殺とメンタルヘルス」
	舩越　俊一



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 講 　師 　陣 　ご 　紹 　介 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　


■■ 企画講師 // 本間　博彰 ： 宮城県子ども総合センター 所長 ■■





増子　博文 ： 福島県立医科大学神経精神医学講座　講師


八木　淳子 ： 盛岡少年刑務所 医務課長


浅田　　護 ： 医療法人あさだ会浅田病院　院長


舩越　俊一 ： 宮城県立精神医療センター 思春期診療部長　　　　　　　　（ご出講順、敬称略）
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長い人生を生き抜くための基礎を作る児童思春期につまずく子どもたちの数は増え続けているようである。このステージでは、子どもは超えて行くべき葛藤の数々のみならず、親子関係の問題や発達障害といったハンディキャップを抱えながら青年期成人期の準備をする。そして、その準備ができなかったり、さらなる負担が加わったときに、メンタルヘルスが崩れる。こうした児童思春期特有の課題を理解しつつ治療やケアに研きをかけることが援助者や教育者そして医療従事者の重要な課題となる。この度の集中講座では、上記の問題にアプローチするために今日的なトピックスを題材にして、児童思春期問題にアプローチすることとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


本間　博彰［宮城県子ども総合センター 所長］








2011年度　東北集中講座











主  催 : 財団法人 明治安田こころの健康財団　　＜ＴＥＬ：03-3986-7021＞


共  催 : 仙台児童精神科医療研究会


期　 日	：２０１1年　7月16日（土）～17日（日）


受講対象	：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家


定　 員	：１0０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：12,000円（税込み）


会　 場	：仙台市戦災復興記念館5階


宮城県仙台市青葉区大町2-12-1　＜ＴＥＬ：022-263-6931＞


※受講証に会場地図を記載します（地下鉄広瀬通駅　西4番出口から徒歩10分）


後　 援	：宮城県、宮城県教育委員会、青森県、青森県教育委員会、岩手県、


(予定)　 秋田県、秋田県教育委員会、山形県、山形県教育委員会、福島県、福島県教育委員会、


仙台市、仙台市教育委員会


1-4-14TEL：後　援

















後援：宮城県・宮城県





 児童思春期のメンタルヘルスとトラウマ


 　　　　　





＊講義テーマ・時間が若干変更となる場合があります。











